
 

 

 

 

 

 

 

Ｇｏｓｓ，Ｃｏｐｐｅｒ，Ｓ，ｒａｎｄｏｍ方位の挙動 
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    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



概要 

 極点図の測定間隔（Step）と半価幅(FWHM)に関して調べ、Ｓｔｅｐ幅より狭いＦＷＨＭの方位は 

   実態を反映出来ていない事を説明した。 

   今回は、Ｇｏｓｓ，Ｃｏｐｐｅｒ，Ｓ，ｒａｎｄｏｍに関し、ｓｔｅｐを１度、ＦＷＨＭを６度とし、 

   ＯＤＦ解析後のＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ（ＶＦ％）を調べてみます。 

   極点図をＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤｉｓｐで作成 
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Ｓｔｅｐ＝１ｄｅｇ Ｇｏｓｓ＋Ｃｏｐｐｅｒ＋Ｓ＋ｒａｎｄｏｍ 

 

 ｒａｎｄｏｍ＝０．２５（２５％）を示します。 

極点図から計算したＯＤＦ図 VolumeFraction結果から計算した ODF図 

 

ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

 

 Ｇｏｓｓ：２２％、Ｃｏｐｐｅｒ：２７％、Ｓ：２６％，ｒａｎｄｏｍ：２５％を得る。 



Ｓｔｅｐ＝１ｄｅｇからＳｔｅｐ２．５ｄｅｇ切り出し 

 

 Ｒａｎｄｏｍ＝０．２５（２５）％を示す。 

極点図から計算したＯＤＦ図 VolumeFraction結果から計算した ODF図 

 

ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

 

 Ｇｏｓｓ：２１％、Ｃｏｐｐｅｒ：２７％、Ｓ：２８％，ｒａｎｄｏｍ：２４％を得る。 



Ｓｔｅｐ＝１ｄｅｇからＳｔｅｐ５ｄｅｇ切り出し 

 

 Ｒａｎｄｏｍ＝０．２５（２５％）を示す。 

極点図から計算したＯＤＦ図 VolumeFraction結果から計算した ODF図 

 

ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

 

Ｇｏｓｓ：２３％、Ｃｏｐｐｅｒ：２４％、Ｓ：２８％，ｒａｎｄｏｍ：２５％を得る。 



 

 

まとめ 

 前回確認したＳｔｅｐ幅より狭いＦＷＨＭの方位は実態を反映出来ていない事が確認できる。 

 ではＳｔｅｐ幅が、ＦＷＨＭより狭い場合を調べる 

 前回のＳｔｅｐ幅が FWHM（３．０）より広い場合 

  

 

 Ｓｔｅｐ幅がＦＷＨＭ（６．０）より狭い場合 

  

  Ｓｔｅｐ幅がＦＷＨＭより狭い場合安定した結果が得られます。 

 

 


